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(57)【要約】

【課題】良好な旋回循環流を形成可能な撹拌インペラ、

この撹拌インペラを備えた水中撹拌装置、この撹拌イン

ペラ又はこの水中撹拌装置を備えた水中撹拌曝気装置を

提供することを課題とする。

【解決手段】複数の回転羽根１５を備え、槽２内の被処

理水３に浸漬するように配置されて上下方向の軸線回り

に回転することにより被処理水３を撹拌し槽２内に上下

方向の旋回循環流を形成するための撹拌インペラ５であ

って、当該撹拌インペラ５の回転羽根１５の先端に、当

該回転羽根１５に対する水流上流側に向けて傾くウイン

グレット部を設ける。これにより、撹拌インペラ５の側

方からの被処理水３の吸引を無くすことを可能とし、良

好な旋回循環流を形成することを可能とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 複 数 の 回 転 羽 根 を 備 え 、 槽 内 の 被 処 理 水 に 浸 漬 す る よ う に 配 置 さ れ て 上 下 方 向 の 軸 線 回

り に 回 転 す る こ と に よ り 前 記 被 処 理 水 を 撹 拌 し 槽 内 に 上 下 方 向 の 旋 回 循 環 流 を 形 成 す る た

め の 撹 拌 イ ン ペ ラ に お い て 、

　 前 記 回 転 羽 根 は 、 そ の 先 端 に 、 当 該 回 転 羽 根 に 対 す る 水 流 上 流 側 に 向 け て 傾 く ウ イ ン グ

レ ッ ト 部 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 撹 拌 イ ン ペ ラ 。

【 請 求 項 ２ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 撹 拌 イ ン ペ ラ と 、

　 前 記 被 処 理 水 に 浸 漬 す る と 共 に 前 記 撹 拌 イ ン ペ ラ の 回 転 軸 線 と 略 同 軸 に 配 置 さ れ て 前 記

旋 回 循 環 流 が 内 部 を 通 る 筒 状 体 と 、 を 具 備 し 、

　 前 記 撹 拌 イ ン ペ ラ は 、 前 記 筒 状 体 か ら 上 下 方 向 に 離 間 し て 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る

水 中 撹 拌 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 撹 拌 イ ン ペ ラ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 水 中 撹 拌 装 置 と 、

　 前 記 旋 回 循 環 流 に 対 し て 酸 素 含 有 気 体 を 供 給 し 散 気 す る 散 気 装 置 と 、 を 具 備 し た こ と を

特 徴 と す る 水 中 撹 拌 曝 気 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 撹 拌 イ ン ペ ラ 、 水 中 撹 拌 装 置 及 び 水 中 撹 拌 曝 気 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 複 数 の 回 転 羽 根 を 備 え 、 槽 内 の 被 処 理 水 に 浸 漬 す る よ う に 配 置 さ れ て 上 下 方 向 の

軸 線 回 り に 回 転 す る 撹 拌 イ ン ペ ラ に よ り 被 処 理 水 を 撹 拌 し 、 撹 拌 イ ン ペ ラ の 上 方 か ら 下 方

へ 向 か う 下 向 流 を 形 成 す る と 共 に 撹 拌 イ ン ペ ラ の 側 方 に 下 方 か ら 上 方 へ 向 か う 上 向 流 を 形

成 し 、 槽 内 に 上 下 方 向 の 旋 回 循 環 流 を 形 成 す る も の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １

参 照 ） 。

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ８ ０ ２ ８ ６ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 し か し な が ら 、 上 記 撹 拌 イ ン ペ ラ に あ っ て は 、 回 転 に よ り 、 当 該 撹 拌 イ ン ペ ラ の 側 方 か

ら も 被 処 理 水 が 吸 引 さ れ て し ま い 、 良 好 な 旋 回 循 環 流 を 形 成 で き な い と い う 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 ま た 、 上 記 撹 拌 イ ン ペ ラ を 、 旋 回 循 環 流 に 対 し て 酸 素 含 有 気 体 を 供 給 し 散 気 す る 散 気 装

置 を 備 え た 水 中 撹 拌 曝 気 装 置 に 適 用 す る 場 合 に は 、 良 好 な 旋 回 循 環 流 を 形 成 で き な い こ と

か ら 槽 全 体 に 酸 素 含 有 気 体 を 拡 散 混 合 で き ず 酸 素 供 給 性 能 が 低 下 す る と 共 に 、 撹 拌 イ ン ペ

ラ の 側 方 か ら の 被 処 理 水 の 吸 引 に よ り 気 泡 が 再 吸 引 さ れ 撹 拌 イ ン ペ ラ に よ る 送 水 性 能 が 低

下 す る と い う 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ま た 、 こ の よ う に 良 好 な 旋 回 循 環 流 を 形 成 で き な い た め 、 上 記 公 報 に あ っ て は 、 撹 拌 イ

ン ペ ラ を 、 当 該 撹 拌 イ ン ペ ラ と 同 軸 に 配 置 し た 筒 状 体 内 に 配 置 し 、 側 方 か ら の 被 処 理 水 の

吸 引 を 防 止 し つ つ 下 向 流 が 筒 状 体 内 を 通 る よ う に し て い る が 、 こ の 構 成 で は 、 筒 状 体 内 周

面 と 撹 拌 イ ン ペ ラ の 回 転 羽 根 の 先 端 と の 間 の ク リ ア ラ ン ス を 高 精 度 に 出 す 必 要 が あ り 、 撹

拌 イ ン ペ ラ と 筒 状 体 の 据 え 付 け が 難 し く 据 え 付 け コ ス ト が 高 く な る と い う 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 成 さ れ た も の で あ り 、 良 好 な 旋 回 循 環 流 を

形 成 可 能 な 撹 拌 イ ン ペ ラ 、 こ の よ う な 撹 拌 イ ン ペ ラ を 備 え 撹 拌 イ ン ペ ラ と 筒 状 体 の 据 え 付

け が 容 易 で 据 え 付 け コ ス ト が 低 減 さ れ る 水 中 撹 拌 装 置 、 こ の よ う な 撹 拌 イ ン ペ ラ 又 は 水 中
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撹 拌 装 置 を 備 え 酸 素 供 給 性 能 及 び 送 水 性 能 の 低 下 が 防 止 さ れ る 水 中 撹 拌 曝 気 装 置 を 提 供 す

る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 に よ る 撹 拌 イ ン ペ ラ は 、 複 数 の 回 転 羽 根 を 備 え 、 槽 内 の 被 処 理 水 に 浸 漬 す る よ う

に 配 置 さ れ て 上 下 方 向 の 軸 線 回 り に 回 転 す る こ と に よ り 被 処 理 水 を 撹 拌 し 槽 内 に 上 下 方 向

の 旋 回 循 環 流 を 形 成 す る た め の 撹 拌 イ ン ペ ラ に お い て 、 回 転 羽 根 は 、 そ の 先 端 に 、 当 該 回

転 羽 根 に 対 す る 水 流 上 流 側 に 向 け て 傾 く ウ イ ン グ レ ッ ト 部 を 備 え る こ と を 特 徴 と し て い る

。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 こ の よ う な 撹 拌 イ ン ペ ラ に よ れ ば 、 撹 拌 イ ン ペ ラ の 回 転 羽 根 の 先 端 に 設 け ら れ 、 当 該 回

転 羽 根 に 対 す る 水 流 上 流 側 に 向 け て 傾 く ウ イ ン グ レ ッ ト 部 に よ り 、 撹 拌 イ ン ペ ラ の 側 方 か

ら の 被 処 理 水 の 吸 引 を 無 く す こ と が 可 能 と さ れ る た め 、 良 好 な 旋 回 循 環 流 を 形 成 す る こ と

が 可 能 と さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ま た 、 本 発 明 に よ る 水 中 撹 拌 装 置 は 、 上 記 撹 拌 イ ン ペ ラ と 、 被 処 理 水 に 浸 漬 す る と 共 に

撹 拌 イ ン ペ ラ の 回 転 軸 線 と 略 同 軸 に 配 置 さ れ て 旋 回 循 環 流 が 内 部 を 通 る 筒 状 体 と 、 を 具 備

し 、 撹 拌 イ ン ペ ラ は 、 筒 状 体 か ら 上 下 方 向 に 離 間 し て 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 こ の よ う な 水 中 撹 拌 装 置 に よ れ ば 、 撹 拌 イ ン ペ ラ が 筒 状 体 か ら 上 下 方 向 に 離 間 し て 配 置

さ れ る が 、 上 記 の よ う に 、 撹 拌 イ ン ペ ラ の 側 方 か ら の 被 処 理 水 の 吸 引 が 無 い た め 、 良 好 な

旋 回 循 環 流 が 形 成 さ れ る と 共 に 、 筒 状 体 に よ り 一 層 良 好 な 旋 回 循 環 流 が 形 成 さ れ る 。 加 え

て 、 こ の よ う に 、 撹 拌 イ ン ペ ラ が 筒 状 体 か ら 上 下 方 向 に 離 間 し て い る た め 、 撹 拌 イ ン ペ ラ

と 筒 状 体 の 据 え 付 け が 容 易 と さ れ 、 据 え 付 け コ ス ト の 低 減 が 図 ら れ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 ま た 、 本 発 明 に よ る 水 中 撹 拌 曝 気 装 置 は 、 上 記 撹 拌 イ ン ペ ラ 又 は 上 記 水 中 撹 拌 装 置 と 、

旋 回 循 環 流 に 対 し て 酸 素 含 有 気 体 を 供 給 し 散 気 す る 散 気 装 置 と 、 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と

し て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ の よ う な 水 中 撹 拌 曝 気 装 置 に よ れ ば 、 良 好 な 旋 回 循 環 流 が 形 成 さ れ る た め 、 槽 全 体 に

酸 素 含 有 気 体 が 拡 散 混 合 さ れ 酸 素 供 給 性 能 の 低 下 が 防 止 さ れ る と 共 に 、 撹 拌 イ ン ペ ラ の 側

方 か ら の 被 処 理 水 の 吸 引 に よ る 気 泡 の 再 吸 引 が 防 止 さ れ る た め 、 送 水 性 能 の 低 下 が 防 止 さ

れ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 こ の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 良 好 な 旋 回 循 環 流 を 形 成 可 能 な 撹 拌 イ ン ペ ラ 、 こ の よ う な

撹 拌 イ ン ペ ラ を 備 え 一 層 良 好 な 旋 回 循 環 流 が 形 成 さ れ る と 共 に 据 え 付 け コ ス ト が 低 減 さ れ

る 水 中 撹 拌 装 置 、 こ の よ う な 撹 拌 イ ン ペ ラ 又 は 水 中 撹 拌 装 置 を 備 え 酸 素 供 給 性 能 及 び 送 水

性 能 の 低 下 が 防 止 さ れ る 水 中 撹 拌 曝 気 装 置 を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 以 下 、 本 発 明 に よ る 撹 拌 イ ン ペ ラ 、 水 中 撹 拌 装 置 及 び 水 中 撹 拌 曝 気 装 置 の 好 適 な 実 施 形

態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 水 中 撹 拌 曝 気 装 置 １

を 示 す 構 成 図 、 図 ２ は 、 水 中 撹 拌 曝 気 装 置 １ の 一 部 破 断 構 成 図 、 図 ３ は 、 水 中 撹 拌 曝 気 装

置 １ に お け る 撹 拌 イ ン ペ ラ の 斜 視 図 、 図 ４ は 、 水 中 撹 拌 曝 気 装 置 １ に お け る 散 気 装 置 の 斜

視 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 水 中 撹 拌 曝 気 装 置 １ は 、 槽 ２ 内 の 被 処 理 水 （ 窒 素 や リ ン を 含 む 有 機

性 排 水 ） ３ を 曝 気 す る こ と で 被 処 理 水 ３ の 浄 化 を 行 う も の で あ る 。 そ の た め に 、 水 中 撹 拌

曝 気 装 置 １ は 概 略 、 筒 状 体 ４ 、 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ 、 散 気 装 置 ６ 、 シ ャ フ ト ７ 、 ロ ー タ リ ー ユ
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ニ ッ ト ８ 及 び 駆 動 部 ９ を 備 え て い る 。 こ れ ら の 筒 状 体 ４ 、 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ 、 散 気 装 置 ６ は

、 被 処 理 水 ３ に 浸 漬 す る よ う に 配 置 さ れ 、 ロ ー タ リ ー ユ ニ ッ ト ８ 及 び 駆 動 部 ９ は 、 被 処 理

水 ３ よ り 上 方 に 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 筒 状 体 ４ は 、 槽 ２ の 底 壁 の 略 中 央 に 立 設 さ れ て お り 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 円 筒 状 の 円 筒

部 １ ０ と 、 円 筒 部 １ ０ の 下 部 に 設 け ら れ て 槽 ２ の 底 壁 に 設 置 さ れ る 設 置 部 １ １ と 、 を 備 え

て い る 。 こ の 筒 状 体 ４ の 円 筒 部 １ ０ は 、 上 部 に 位 置 す る 開 口 上 部 １ ２ と 、 下 部 に 位 置 す る

開 口 下 部 １ ３ と を 有 し て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ は 、 筒 状 体 ４ の 軸 線 と 略 同 軸 に 配 置 さ れ る と 共 に 、 筒 状 体 ４ の 上 方 向 に

離 間 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ は 、 回 転 軸 １ ４ と 、 図 ３ に 示 す よ う

に 、 回 転 軸 １ ４ か ら 径 方 向 に 延 び る 複 数 の 回 転 羽 根 １ ５ と を 備 え て い る 。 回 転 羽 根 １ ５ は

、 回 転 軸 １ ４ と の 接 続 端 か ら 先 端 に 向 か う 中 心 線 が 回 転 方 向 後 方 に 向 い た 後 退 翼 を 形 成 し

て い る 。 回 転 羽 根 １ ５ の 先 端 に は 、 回 転 羽 根 １ ５ に 対 す る 水 流 上 流 側 （ 本 実 施 形 態 で は 下

方 側 ） に 向 け て 傾 き 、 そ の 水 流 下 流 側 の 面 が 、 回 転 羽 根 １ ５ の 径 方 向 外 側 に 向 い た ウ イ ン

グ レ ッ ト 部 １ ６ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 ２ に 示 す よ う に 、 散 気 装 置 ６ は 、 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ の 上 方 で あ っ て 、 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ の

水 流 下 流 側 に 配 置 さ れ る よ う に し て 、 上 下 方 向 に 延 在 す る シ ャ フ ト ７ に 固 定 さ れ て い る 。

図 ４ に 示 す よ う に 、 散 気 装 置 ６ は 、 下 部 の 径 に 対 し て 上 部 の 径 が 大 と さ れ た 略 円 錐 台 形 状

の 水 流 案 内 部 と 、 こ の 水 流 案 内 部 の 上 側 に 設 け ら れ た 円 錐 形 状 の 上 部 と 、 を 有 し て い る 。

こ れ ら の 水 流 案 内 部 と 上 部 と の 境 界 部 の 外 周 面 に は 、 シ ャ フ ト ７ を 介 し て 内 部 に 供 給 さ れ

る 空 気 を 気 泡 と し て 吐 出 す る た め の 気 泡 吐 出 孔 １ ７ が 周 方 向 に 沿 っ て 複 数 設 け ら れ て い る

。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 シ ャ フ ト ７ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ロ ー タ リ ー ユ ニ ッ ト ８ に よ り 懸 吊 さ れ て お り 、 内 部

に 空 間 を 有 す る 管 状 と な っ て い る 。 シ ャ フ ト ７ の 内 部 に は 、 水 上 か ら の 空 気 を 散 気 装 置 ６

の 内 部 に 供 給 す る 空 洞 部 １ ８ と 、 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ の 回 転 軸 １ ４ に 連 結 さ れ て 回 転 す る 回 転

シ ャ フ ト １ ９ と 、 が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ロ ー タ リ ー ユ ニ ッ ト ８ は 、 水 上 の 固 定 部 （ 不 図 示 ） に 固 定 さ れ て い る も の で 、 回 転 シ ャ

フ ト １ ９ を 回 転 可 能 に 軸 支 す る と 共 に 、 駆 動 部 ９ の 回 転 駆 動 力 を 回 転 シ ャ フ ト １ ９ に 伝 達

す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 そ し て 、 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ 、 散 気 装 置 ６ 、 シ ャ フ ト ７ 、 ロ ー タ リ ー ユ ニ ッ ト ８ 及 び 駆 動 部

９ に よ り 、 本 体 上 部 ２ ０ が 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 こ の よ う な 構 成 を 有 す る 水 中 撹 拌 曝 気 装 置 １ は 、 筒 状 体 ４ を 槽 ２ の 底 部 に 設 置 し 、 撹 拌

イ ン ペ ラ ５ の 回 転 軸 線 が 筒 状 体 ４ の 軸 と 略 同 軸 と な る よ う に 本 体 上 部 ２ ０ を 槽 ２ に 下 降 さ

せ て 設 置 す る こ と で 得 ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 続 い て 、 水 中 撹 拌 曝 気 装 置 １ の 動 作 に つ い て 、 図 ５ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 ５ は 、

水 中 撹 拌 曝 気 装 置 １ が 設 置 さ れ た 槽 ２ 内 の 被 処 理 水 ３ の 循 環 の 様 子 を 示 す 図 で あ る 。 図 ５

に お い て 、 符 号 ２ １ は 被 処 理 水 ３ の 旋 回 循 環 流 を 示 し 、 矢 印 ２ １ ａ ～ ２ １ ｃ は 旋 回 循 環 流

２ １ の 流 れ 方 向 を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 水 中 撹 拌 曝 気 装 置 １ の 運 転 を 開 始 し 、 駆 動 部 ９ が 駆 動 さ れ る と 、 駆 動 部 ９ に よ る 回 転 駆

動 力 は 、 ロ ー タ リ ー ユ ニ ッ ト ８ で 回 転 方 向 が 変 換 さ れ 回 転 シ ャ フ ト １ ９ を 介 し て 撹 拌 イ ン

ペ ラ ５ に 伝 達 さ れ 、 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ が 回 転 す る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ が 回 転 す る と 、 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ の 回 転 羽 根 １ ５ が 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ の 下 方

か ら 被 処 理 水 ３ を 吸 引 す る 。 こ の と き 、 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ の ウ イ ン グ レ ッ ト 部 １ ６ が 撹 拌 イ

ン ペ ラ ５ の 側 方 か ら の 被 処 理 水 ３ の 吸 引 を 無 く す た め 、 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ に よ り 吸 引 さ れ る

被 処 理 水 ３ は 、 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ の 下 方 に 設 置 さ れ て い る 筒 状 体 ４ を 通 し て 上 方 へ 吸 引 さ れ

る 。 す な わ ち 、 被 処 理 水 ３ は 、 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ に よ り 吸 引 さ れ 円 筒 部 １ ０ の 開 口 下 部 １ ３

か ら 吸 い 込 ま れ て 、 円 筒 部 １ ０ 内 を 伝 っ て 上 昇 し 、 開 口 上 部 １ ２ か ら 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ を 通

し て 、 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ の 上 方 に 送 水 さ れ る 。 そ し て 、 被 処 理 水 ３ は 、 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ の 上

方 に 設 け ら れ て い る 散 気 装 置 ６ の 外 周 面 に 沿 っ て 上 昇 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 こ の と き 、 散 気 装 置 ６ に は 、 シ ャ フ ト ７ 内 の 空 洞 部 １ ８ を 通 っ て 空 気 が 供 給 さ れ て い る

。 従 っ て 、 散 気 装 置 ６ の 外 周 面 に 沿 っ て 上 方 に 送 水 さ れ た 被 処 理 水 ３ に 対 し て 、 散 気 装 置

６ の 気 泡 吐 出 孔 １ ７ か ら 気 泡 が 吐 出 さ れ る 。 吐 出 さ れ た 気 泡 は 、 被 処 理 水 ３ に 空 気 が 溶 存

さ れ な が ら 小 さ く な る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 こ う し て 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ に よ り 送 水 さ れ た 被 処 理 水 ３ は 、 散 気 装 置 ６ か ら 吐 出 さ れ た 気

泡 の 空 気 を 溶 存 し な が ら 槽 ２ を 上 昇 す る （ 図 ５ の 矢 印 ２ １ ａ 参 照 ） 。 槽 ２ の 水 面 ま で 上 昇

し た 被 処 理 水 ３ は 、 槽 ２ の 外 側 に 向 か い 、 再 び 槽 ２ 内 を 下 降 し て い く （ 図 ５ の 矢 印 ２ １ ｂ

参 照 ） 。 槽 ２ の 底 ま で 下 降 し た 被 処 理 水 ３ は 、 再 び 筒 状 体 ４ に 吸 い 込 ま れ て 、 撹 拌 イ ン ペ

ラ ５ に よ り 上 方 に 送 水 さ れ る （ 図 ５ の 矢 印 ２ １ ｃ 参 照 ） 。 こ の よ う に し て 、 空 気 が 溶 存 し

た 被 処 理 水 ３ が 旋 回 循 環 流 ２ １ と な り 、 槽 ２ 全 体 に 循 環 し 、 被 処 理 水 ３ の 浄 化 が 良 好 に 成

さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ に よ れ ば 、 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ の 回 転 羽 根 １

５ の 先 端 に 設 け ら れ 当 該 回 転 羽 根 １ ５ に 対 す る 水 流 上 流 側 に 向 け て 傾 く ウ イ ン グ レ ッ ト 部

１ ６ に よ り 、 撹 拌 イ ン ペ ラ １ ５ の 側 方 か ら の 被 処 理 水 ３ の 吸 引 を 無 く す こ と が 可 能 と さ れ

て い る た め 、 良 好 な 旋 回 循 環 流 ２ １ を 形 成 す る こ と が 可 能 と さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 な お 、 ウ イ ン グ レ ッ ト 部 の 無 い 回 転 羽 根 を 有 す る 撹 拌 イ ン ペ ラ を 用 い た 場 合 に は 、 撹 拌

イ ン ペ ラ の 側 方 か ら も 被 処 理 水 ３ が 吸 引 さ れ る た め 、 良 好 な 旋 回 循 環 流 ２ １ を 形 成 で き な

く な る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ に よ れ ば 、 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ の 回 転 羽 根 １ ５ を 後

退 翼 と し て い る た め 、 槽 ２ 内 に 浸 漬 し て い る ゴ ミ 等 が 絡 み つ か ず に 流 さ れ 、 撹 拌 イ ン ペ ラ

５ の 送 水 能 力 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き 、 ま た メ ン テ ナ ン ス 性 を 向 上 す る こ と が で き る

。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 水 中 撹 拌 曝 気 装 置 １ に よ れ ば 、 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ を 筒 状 体 ４ か ら

上 方 向 に 離 間 し て 配 置 し て も 、 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ の 側 方 か ら の 被 処 理 水 ３ の 吸 引 が 無 い た め

、 良 好 な 旋 回 循 環 流 ２ １ が 形 成 さ れ る と 共 に 、 筒 状 体 ４ に よ り 一 層 良 好 な 旋 回 循 環 流 ２ １

が 形 成 さ れ る 。 加 え て 、 こ の よ う に 、 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ が 筒 状 体 ４ か ら 上 方 向 に 離 間 し て い

る た め 、 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ と 筒 状 体 ４ の 据 え 付 け が 容 易 と さ れ 、 据 え 付 け コ ス ト の 低 減 が 図

ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ま た 、 こ の よ う に 良 好 な 旋 回 循 環 流 ２ １ が 形 成 さ れ る た め 、 槽 ２ 全 体 に 酸 素 が 拡 散 混 合

さ れ 酸 素 供 給 性 能 の 低 下 が 防 止 さ れ る と 共 に 、 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ の 側 方 か ら の 被 処 理 水 ３ の

吸 引 に よ る 気 泡 の 再 吸 引 が 防 止 さ れ る た め 、 送 水 性 能 の 低 下 が 防 止 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 な お 、 ウ イ ン グ レ ッ ト 部 の 無 い 回 転 羽 根 を 有 す る 撹 拌 イ ン ペ ラ を 用 い た 場 合 に は 、 撹 拌

イ ン ペ ラ の 側 方 か ら も 被 処 理 水 ３ が 吸 引 さ れ る た め 、 こ の 被 処 理 水 ３ と 共 に 溶 存 さ れ な い

気 泡 も 吸 引 し て し ま い 、 撹 拌 イ ン ペ ラ の 送 水 性 能 が 低 下 し て し ま う 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】

　 以 上 、 本 発 明 を そ の 実 施 形 態 に 基 づ き 具 体 的 に 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限

定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ を 筒 状 体 ４ の

上 方 向 に 離 間 し た 位 置 に 設 け た が 、 例 え ば 図 ６ に 示 す よ う に 、 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ を 筒 状 体 ４

の 下 方 向 に 離 間 し た 位 置 に 有 す る 水 中 撹 拌 曝 気 装 置 と し て も 良 い 。 こ の よ う に す る こ と で

、 逆 向 き の 旋 回 循 環 流 を 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に は 、 ウ イ ン グ レ ッ ト 部 １ ６ は

、 回 転 羽 根 １ ５ に 対 す る 水 流 上 流 側 （ 図 示 上 側 ） に 向 け て 傾 く こ と に な る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 ま た 、 撹 拌 イ ン ペ ラ ５ を 有 す る 装 置 は 、 散 気 装 置 ６ を 有 す る 水 中 撹 拌 曝 気 装 置 １ に 限 定

さ れ る も の で は な く 、 散 気 装 置 ６ の 無 い 例 え ば 嫌 気 槽 等 に 適 用 さ れ る 水 中 撹 拌 装 置 で あ っ

て も 良 い 。 こ の よ う に 曝 気 せ ず に 被 処 理 水 を 撹 拌 す る こ と で 、 嫌 気 性 生 物 に よ り 被 処 理 水

を 処 理 す る 嫌 気 性 処 理 槽 に お い て も 、 良 好 な 処 理 性 能 を 得 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 さ ら に ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 特 に 好 ま し い と し て 、 散 気 を 空 気 に よ り 行 っ て

い る が 、 酸 素 含 有 気 体 で あ れ ば 良 い 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ３ ７ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 水 中 撹 拌 曝 気 装 置 を 示 す 構 成 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 水 中 撹 拌 曝 気 装 置 の 一 部 破 断 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 撹 拌 イ ン ペ ラ の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 １ に 示 す 散 気 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 １ に 示 す 水 中 撹 拌 曝 気 装 置 が 設 置 さ れ た 槽 内 の 被 処 理 水 の 循 環 の 様 子 を 示 す 図

で あ る 。

【 図 ６ 】 撹 拌 イ ン ペ ラ 及 び 筒 状 体 の 他 の 配 置 を 示 す 構 成 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 １ … 水 中 撹 拌 曝 気 装 置 、 ２ … 槽 、 ３ … 被 処 理 水 、 ４ … 筒 状 体 、 ５ … 撹 拌 イ ン ペ ラ 、 ６ …

散 気 装 置 、 ７ … シ ャ フ ト 、 ８ … ロ ー タ リ ー ユ ニ ッ ト 、 ９ … 駆 動 部 、 １ ０ … 円 筒 部 、 １ １ …

設 置 部 、 １ ２ … 開 口 上 部 、 １ ３ … 開 口 下 部 、 １ ４ … 回 転 軸 、 １ ５ … 回 転 羽 根 、 １ ６ … ウ イ

ン グ レ ッ ト 部 、 １ ７ … 気 泡 吐 出 孔 、 １ ８ … 空 洞 部 、 １ ９ … 回 転 シ ャ フ ト 、 ２ ０ … 本 体 上 部

、 ２ １ … 旋 回 循 環 流 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】



(9) JP  2008-12475  A   2008.1.24

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

(72)発明者　富田　欣

　　　　　　東京都品川区北品川五丁目９番１１号　住友重機械工業株式会社内

(72)発明者　佐々木　紀幸

　　　　　　東京都三鷹市新川６丁目３８番１号　独立行政法人海上技術安全研究所内

Ｆターム(参考) 4D029 AA09　AB07

　　　　　　　 4G035 AB10

　　　　　　　 4G037 AA01　EA04

　　　　　　　 4G078 AA01　AA06　AB20　BA05　CA01　DA19　EA10


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

